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「共有」「継続」「自校化」だね！



ふくしまの「授業スタンダード」を基に児童の実態を踏まえ自校化し、授業の質の向上に努めている。指導計画に
活用力育成シートの実施を位置付けるとともに、各教科で単元の終わりに発展的な問題を取り上げるなど活用力育
成に取り組んでいる。また、学力向上サイクルを支える環境づくりの充実を図っている。

福島市立矢野目小学校
継続と徹底による学力向上サイクルの確立と学習環境整備

〇 校内研修の充実
・「授業スタンダード」を意
識した日々の授業
（月案へ「授業スタンダー
ド」を綴る）
・外部講師を招聘した授業
研究

教員研修

○ 全学年、各教科等
で実施
○ 学年では、「根拠」
を明確にした記述を
重視

① 日々の授業において、「考えをもつ場」
「考えを書く場」を重視した授業を展開

② ノート指導の充実（見取りと価値付け）

③ 担任以外も参加するパワーアップ学習会の
実施

④ 授業と家庭学習の連続性を重視した

単元構想による授業づくり

伊達市立保原小学校

全職員の共通理解に基づく、全校体制による自校化した実践

全職員が自校の課題を捉え、国語科や算数科などの特定の教科に限らず、各教科等においても、「自
分の考えを書く」という活動を重視して、日々の授業実践を積み重ねている。また、パワーアップ学習会を
実施し、該当学年以外の教員も参加し指導するなど、全校体制で学力向上に取り組んでいる。

全校体制による主な取組特色①

特色③

○ 授業内容の確実な定着や
子ども自身の学びへの意識
を重視

○ 肯定的な評価に
よる朱書きの励行

特色②

○ 主に、１学期と３学
期に実施（放課後等）
○ 活用力育成シート
や全国学力・学習状
況調査問題等を活用 特色④

資料編へ

〇 学力の実態を生かした取組
・各種調査結果を学校と家庭で共有
〇 コース別やTTによる指導
〇 互見授業の実施
〇 発達段階に応じた学び方の指導
・ノート指導（家庭学習との関連）
・「授業スタンダード」の自校化
「矢野目授業スタンダード」
〇 「振り返り」の充実
・「わかったふりをしない」
・書く場の設定、書き方の指導

算数科の実践

学力向上
サイクル

〇 自学コーナー（廊下）
・参考にしてほしい自主学習ノートの紹介

掲示物

〇 算数コーナー（教室）
・考えを深めるきっかけ

〇 特設算数部の設立
・算数に興味のある児童を
さらに伸ばす
・月２回、放課後に活動
・算数オリンピックの問題
に取り組む

意欲向上

資料編へ

〇 10分間の朝読
〇 「全校家読」の実施

読書活動
学力向上を支える環境づくり
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児童が、主体的に考え、伝え合いながら課題を解決する授業づくりを目指し、授業改善アクションプラン
を設定している。教師は、それを基に授業を振り返り、学校全体でPDCAサイクルを生かした授業改善に
取り組んだ結果、児童の学習意欲が向上し、学び合う集団としての質も向上している。

矢祭町立矢祭小学校

全員が関わり学習する学級風土づくりと授業改善の取組

各学年において、各種調査等の結果分析・考察を踏まえ学力向上プランを作成し、学年の目標と手だ
てを明確にして指導に当たっている。また、目的意識・相手意識を重視した表現活動を充実させることで、
「書く」「話す・聞く」等、表現力の向上にも努めている。

平田村立小平小学校
子どもの学びの姿の共有と言語活動の充実

学年の実態把握及び課題と手だて
の明確化

① 学年経営グランドデザインの作成と活用
○ 教育目標を達成するための学年の目標と手
だてを明らかにして日々の指導に生かす。
○ 家庭にも配付し、学校との共通理解を深め、
連携を図りつつ個に応じた指導を展開している。

② 学年学力向上プランの作成と活用
○ 全国学力・学習状況調査をはじめとする各種
調査、活用力育成シート等の結果分析・考察を
基に、学年の実態を踏まえた学力向上プランを
作成。また、学期ごとに振り返りを行い、課題に
対する手だてを評価・改善し次学期に生かすよ
うにしている。

言語活動の充実

○ 表現活動の充実（書く活動、発表活動）
・ 教科横断的な取組
・ 相手意識・目的意識に支えられた取組
・ 掲示物や集会等、表現する場の保障・充実

日常の取組

○ 職員室での「子どもの学びの姿」の共有
・ 先生方が、授業や子どもの姿等について気軽
に語り合える雰囲気があるのが強み。

授業改善アクションプラン１０
① 必然性のある学習課題設定
② 明確な見通しをもたせる場の工夫
③ 自力解決の場の設定と実態の把握
④ 考えを交流する場の位置付け
⑤ 話合いのコーディネートの充実
⑥ 構造的で明確な板書の工夫
⑦ 児童の思考を活性化する明確な発問
⑧ 適切な評価による学習展開の工夫
⑨ 学習課題と整合性のあるまとめ
⑩ 1問以上の習熟の時間の位置付け

授業の質的改善 ○ 失敗や間違いが気持ちよく
受け入れられる環境づくり
○ 6年生でのゴールの姿を想
定し、6年間を通した系統的な
指導
〇 児童の努力を見取り価値付
け、自己存在感を高める指導

学び続ける子ども

〇 司書教諭や担任による
読書への働きかけ
〇 読書習慣の形成
〇 家読の実践

読書活動

〇 R-PDCAサイクルを生かした
家庭学習カード
〇 単元末テストに向けた自主学
習の取組

家庭学習
〇 書く機会の確保
〇 構成を考えて書く
・書くことへの抵抗感をなく
す指導に継続して取り組む

言語活動

資料編へ
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少人数学級の特性を生かしながら互いに学び合い、深め合うことのできる授業を展開するとともに、記
述式の問題に対応するために教育課程全体を通して「書く」機会を設定している。また、読書活動や短歌、
俳句の創作、各種コンクールの全員参加など、語彙を豊かにする取組の充実を図っている。

湯川村立勝常小学校
親和的な学習集団づくりと言語活動の充実

南会津町立南郷小学校

校内研修を生かした日々の授業の工夫

○ 学びの土台を整える指導
（話す・聞く、約束事）
○ 児童が活躍する授業
○ 学びの見取り、意図的
指名
○ 振り返りの時間の設定
○ 互見授業の実施
○ 「授業スタンダード」の
活用
（発問例や学習の流れを
ラミネートして掲示）

学び合いのある
日々の授業

○ 週2回の学力向上タイム
○ 家庭学習強化週間
○ ＴＴの活用
○ 中学校区での共通した取組
の実践

その他の取組

校内研修の充実

○ 模擬授業、事後研の工夫
○ 分かりやすく具体的な指導
・ 管理職からの情報提供 ・ 授業を撮影した動画を使った指導
・ 研修主任による「校内研究だより」の発行
○ 外部講師の活用、動画視聴による研修会

言語に関する指導

○ 読書タイム
○ 図書委員会の読み聞かせ
○ 辞書引き学習の推進
○ 条件作文、スピーチ

校内研修を中心に、授業で取り組む手だてを共通理解し、実践している。管理職や研修主任からの情
報提供、外部講師からの助言などを基に、日々の授業の充実を図っている。「記述」や「スピーチ」などの
言語に関する指導を、授業だけでなく教育活動全体において数多く取り入れている。

親和的な学習集団

〇 生徒指導の機能を生かした学び
〇 学習の約束の徹底

言語活動の充実

〇 短歌や俳句の創作
〇 新出漢字の先行学習
〇 読書活動の充実
・朝の読書、家庭読書、読み聞
かせ
〇 「書く」活動の充実
・相手や目的を意識した表現
・時間や字数等の制限

朝の時間の工夫

〇 スキルアップタイムの実施
・ドリル等の解き直し
・授業に関連のある問題
〇 条件作文とスピーチの実施

家庭学習の充実

〇 授業と家庭学習の連動
・学習時間とメディアコントロールを
意識させるための学習カードの工夫
〇 ノーメディアデーの実施

学力向上プラン

〇 学習のねらいの明確化
〇 伝え合う場の設定
・「学習スキル」の掲示
〇 個に応じた指導
・学習形態の工夫
・発展的な問題、補充的な問題
〇 振り返りの時間の確保
・学習内容の定着の時間
〇 授業チェックシートによる指
導の振り返り（週案）

資料編へ
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いわき市立平第一小学校

○ 研究主題・内容の共通理解 ○ 授業につながる教材研究の工夫（教科書の比較、系統性の調査）
○ 授業につながる資料や情報の共有 ○ 家庭への情報発信（授業研究や学習活動の紹介）

校内研修において、研究主題や内容の研修を行い、共通理解のもとに「理想とする授業」を作り上げ、
日々の授業に生かしている。また、「人間関係の醸成」、「学び方の指導」など授業の基盤となる学級経
営にも力を入れ、「認め合える文化」、「聞く力の育成」に努めている。

理想とする授業

○ 読書活動、体験活動の充実
→ 事後の伝え合い活動
○ 書く活動の充実
→ 条件作文、振り返りの記述
○ 「分からない」と言える学級づくり
→ 聞いてもらえる、認め合える文化の醸成
○ 学び合う教師集団
→ 教科の本質に迫る教材研究、互見授業

「理想とする授業」に向けた校内研修の充実

日常の活動の充実

「理想とする授業」を可視化した資料に基づく日々の授業改善

日々の授業のまとめや振り返りにおいて、子どもたちが自分の言葉で書く機会をすべての教科で意図
的・意識的に設定するなど、「書く力」を重視した教育活動を展開している。また、家庭学習においても、自
分の考えを書かせる指導を重視している。

南相馬市立大甕小学校
「自分の考えを書かせる」指導の重視

《改善に向けた具体策》※学力向上の「一丁目一番地」。どの教科でも同一歩調で実践。
（１）話合い・学び合いを生かした授業を行う＜話合いの活動の場を設定する＞
・ 相手に伝わるような話し方・相手の考えを理解しようとする聴き方の指導を徹底する。
・ 学習形態（ペア・グループ等）を工夫して意識的に取り入れる。
（２）課題設定の工夫をする＜子どもに見通しをもたせる＞
・ ＩＣＴを活用した具体的な資料を提示する。
・ 日常性のある資料を準備することで課題意識をもたせる。
（３）書く力を育てる＜振り返りを書く時間の確保＞
・ まとめと振り返りの時間の確保のために、授業の展開内容を精選する。
・ めあてや条件に合った、まとめや振り返りを書かせる。

授業改善の重点の共通理解・共通実践

重要視

熱心な教師集団

〇 先生方の研修意欲が高く、研修等で学んだことを
すぐに授業にフィードバックしたり、お互いに情報交換
をしたりしている。

「書く振り返り」
「解く振り返り」

考えて表現する家庭学習

〇 授業同様、家庭学習においても自分の考えを書か
せる指導を重視している。自己マネジメント力の育成
のため、計画と反省（振り返り）の記録も毎日行って
いる。

資料編へ
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福島市立矢野目小学校①

全国学力・学習状況調査の分析を保護者と共有する

資料編

全国学力・学習状況調査の分析結果を保護者にも伝え、
結果に対する学校の取組を伝える。

‐５-

・家庭学習の充実を図るために、学校と家庭で共
通理解を図っている。
・積極的に学校の取組を発信し、児童に対する人
的な教育環境を整えてく。

もどる



授業段階ごとに身に
付けさせたい力を明
記することで、教師が
意識して授業を進め
ている。

「まとめ」の後に「振
り返り」をしている。
自分が何を学んだ
のか、何を感じたの
か、今後は何をした
いのかを振り返り、
自己評価力を高め
ている。

「授業スタンダード」を児童の実態に合わせて自校化

資料編

‐６-

福島市立矢野目小学校②

もどる



福島市立矢野目小学校③

学力向上サイクルを支える授業周辺の取組

算数に興味のある児童の
力を高めるために、学年の
枠を超えた特設部を設立
した。放課後に月2回程度
算数部を中心に指導して
いる。

算数オリンピックで出題され
る問題を解きながら、「うつく
しい算数」に触れる機会をつ
くる。

資料編

学力向上グランドデザイン

‐７-もどる



伊達市立保原小学校資料編

授業と家庭学習の連続性を重視した単元構想

学びの連続性のイメージ図

学級掲示用（話し方・聞き方）

＜５学年国語科「物語の良さを紹介しよう」＞

全職員が、授業と家庭学習の
連続性を意識した単元を構想
している。

‐８-もどる



平田村立小平小学校①資料編

‐９-

学力向上グランドデザイン

もどる
【表現活動の充実】



平田村立小平小学校②資料編

‐１０-

基
本
的
な
学
習
習
慣

もどる

基
本

的
な

学
習

習
慣

小
平

小
学

校
１

・
２

年
生

３
・４

年
生

５
・６

年
生

・
授

業
が

始
ま

る
前

に
は

席
に

つ
い

て
，

自
分

な
り

の
学

習
・時

計
を

見
て

行
動

す
る

・
時

計
を

見
て

行
動

す
る

を
し

て
い

る
・
時

間
に

な
っ

た
ら

す
ぐ

席
に

つ
い

て
，

進
ん

で
学

習
し

て
・
時

間
に

な
っ

た
ら

す
ぐ

席
に

つ
い

て
，

進
ん

で
学

習
し

て
・前

時
の

学
習

を
振

り
返

る
い

る
い

る
学

習
の

準
備

・学
習

が
終

わ
っ

た
ら

，
す

ぐ
に

次
の

時
間

の
準

備
を

す
る

・本
時

の
学

習
の

見
通

し
を

も
つ

・
本

時
の

学
習

の
見

通
し

を
も

つ
・学

習
が

終
わ

っ
た

ら
，

す
ぐ

に
次

の
時

間
の

準
備

を
す

る
・
学

習
が

終
わ

っ
た

ら
，

す
ぐ

に
次

の
時

間
の

準
備

を
す

る

下
敷

き
，

鉛
筆

(４
Ｂ

か
２

Ｂ
)，

消
し

ゴ
ム

（
四

角
，

白
色

，
に

下
敷

き
，

鉛
筆

（
２

Ｂ
～

Ｂ
）
，

消
し

ゴ
ム

（
四

角
，

白
色

，
に

下
敷

き
，

鉛
筆

（
２

Ｂ
～

Ｂ
）
，

消
し

ゴ
ム

（
四

角
，

白
色

，
に

お
い

の
な

い
も

の
）
，

赤
青

鉛
筆

（
ま

た
は

赤
青

ボ
ー

ル
ペ

お
い

の
な

い
も

の
）
，

赤
青

ボ
ー

ル
ペ

ン
，

直
定

規
，

は
さ

お
い

の
な

い
も

の
）
，

赤
青

ボ
ー

ル
ペ

ン
，

直
定

規
，

は
さ

必
要

な
ン

）
，

直
定

規
，

は
さ

み
，

の
り

，
色

鉛
筆

，
ク

レ
ヨ

ン
，

も
の

み
，

の
り

，
色

鉛
筆

，
も

の
さ

し
，

三
角

定
規

，
コ

ン
パ

ス
（
４

み
，

の
り

，
色

鉛
筆

，
も

の
さ

し
，

三
角

定
規

，
コ

ン
パ

ス
，

学
習

用
具

さ
し

（２
年

），
三

角
定

規
（
２

年
）

年
），

分
度

器
（４

年
）

分
度

器

・教
科

書
は

左
側

，
ノ

ー
ト

は
右

側
，

筆
記

用
具

は
机

の
右

上
に

そ
ろ

え
て

置
く

机
の

上
・必

要
な

も
の

を
取

り
出

し
て

，
筆

入
れ

は
机

の
中

に
し

ま
う

・手
を

ま
っ

す
ぐ

挙
げ

る
（「

は
い

，
は

い
」
を

連
発

し
な

い
）

挙
手

の
仕

方

・授
業

の
始

め
と

終
わ

り
は

，
日

直
（係

）
の

合
図

に
従

い
座

っ
た

ま
ま

で
あ

い
さ

つ
を

す
る

あ
い

さ
つ

・話
を

聞
く
と

き
の

４
つ

の
約

束
・話

を
聞

く
と

き
の

４
つ

の
約

束
・
話

を
聞

く
と

き
の

３
つ

の
約

束
（
話

す
人

を
見

る
，

耳
を

す
ま

す
，

口
を

は
さ

ま
な

い
，

手
を

（
話

す
人

を
見

る
，

耳
を

す
ま

す
，

口
を

は
さ

ま
な

い
，

手
を

（
話

す
人

を
見

る
，

耳
を

す
ま

す
，

口
を

は
さ

ま
な

い
）

ひ
ざ

の
上

に
置

く
）

ひ
ざ

の
上

に
置

く
）

・
友

達
の

よ
い

と
こ

ろ
を

見
付

け
よ

う
と

し
な

が
ら

聞
く

・自
分

の
考

え
と

同
じ

か
違

う
か

，
考

え
な

が
ら

聞
く

・
話

を
聞

い
て

「
な

る
ほ

ど
」
と

思
っ

た
ら

，
う

な
ず

き
，

相
づ

・
友

達
の

考
え

と
自

分
の

考
え

を
比

べ
な

が
ら

聞
く

聞
き

方
・
話

を
聞

い
て

「
な

る
ほ

ど
」
と

思
っ

た
ら

，
う

な
ず

き
，

相
づ

ち
，

拍
手

な
ど

を
す

る
・
大

事
な

こ
と

は
ど

う
い

う
こ

と
で

，
い

く
つ

あ
る

の
か

な
ど

を
ち

，
拍

手
な

ど
を

す
る

ど
ん

な
話

を
し

よ
う

と
し

て
い

る
の

か
考

え
な

が
ら

聞
く

考
え

な
が

ら
聞

く
・

・友
達

の
考

え
を

冷
や

か
し

た
り

笑
っ

た
り

し
な

い
・
必

要
に

応
じ

て
メ

モ
を

と
る

・指
名

さ
れ

た
ら

，
「
は

い
」と

元
気

に
返

事
を

す
る

・指
名

さ
れ

た
ら

，
「は

い
」
と

元
気

に
返

事
を

す
る

・
指

名
さ

れ
た

ら
，

「は
い

」
と

元
気

に
返

事
を

す
る

・『
声

の
も

の
さ

し
』

・『
声

の
も

の
さ

し
』

・
『声

の
も

の
さ

し
』

話
し

方
０

の
声

(無
言

),
１

の
声

(隣
と

),
２

の
声

(グ
ル

ー
プ

で
),
３

の
０

の
声

(無
言

),
１

の
声

(隣
と

),
２

の
声

(グ
ル

ー
プ

で
),
３

の
０

の
声

(無
言

),
１

の
声

(隣
と

),
２

の
声

(グ
ル

ー
プ

で
),
３

の
声

(学
級

全
体

で
),
４

の
声

(外
，

体
育

館
で

)
声

(学
級

全
体

で
),
４

の
声

(外
，

体
育

館
で

)
声

(学
級

全
体

で
),
４

の
声

(外
，

体
育

館
で

)
・最

後
ま

で
は

っ
き

り
と

話
す

（単
語

で
答

え
な

い
）

・順
序

を
考

え
て

話
す

・
順

序
を

考
え

て
話

す
・
わ

け
を

付
け

た
り

，
友

達
の

考
え

を
取

り
入

れ
た

し
て

話
・大

事
な

こ
と

を
お

さ
え

，
分

か
り

や
す

く
話

す
・
相

手
の

話
の

内
容

を
受

け
て

話
す

す
・結

論
を

先
に

，
理

由
を

付
け

て
話

す
・
筋

道
を

立
て

て
話

し
た

り
，

根
拠

づ
け

て
話

し
た

り
す

る
「～

は
，

～
で

す
。

」
「～

だ
と

思
い

ま
す

。
そ

の
わ

け
は

～
だ

か
ら

で
す

。
｣

「
～

だ
と

思
い

ま
す

。
そ

の
わ

け
は

～
だ

か
ら

で
す

。
｣

「わ
た

し
は

～
だ

と
思

い
ま

す
。

」
「(

み
な

さ
ん

は
)ど

う
で

す
か

。
」

「
(み

な
さ

ん
は

)ど
う

で
す

か
。

」
「(

み
な

さ
ん

は
)ど

う
で

す
か

。
」

「
～

さ
ん

の
話

し
た

こ
と

（
考

え
，

意
見

）
に

賛
成

(反
対

)で
「
～

さ
ん

は
～

と
言

い
ま

し
た

が
，

わ
た

し
は

～
の

と
ろ

は
こ

「～
さ

ん
と

同
じ

で
す

。
そ

の
わ

け
は

～
だ

か
ら

で
す

。
」

す
。

そ
の

わ
け

は
～

だ
か

ら
で

す
。

」
同

じ
で

す
が

，
～

の
と

こ
ろ

が
少

し
違

い
ま

す
。

｣
「～

さ
ん

と
ち

が
い

ま
す

。
そ

の
わ

け
は

～
だ

か
ら

で
す

。
」

「少
し

違
う

と
こ

ろ
は

，
～

で
す

。
」

「
～

ま
で

は
分

か
り

ま
し

た
が

，
～

に
つ

い
て

は
ま

だ
よ

く
分

・一
番

遠
く
の

友
達

の
方

に
体

を
向

け
て

話
す

「～
さ

ん
に

つ
け

加
え

ま
す

。
」

か
り

ま
せ

ん
。

」
・一

番
遠

く
の

友
達

の
方

に
体

を
向

け
て

話
す

・
一

番
遠

く
の

友
達

の
方

に
体

を
向

け
て

話
す

・正
し

い
鉛

筆
の

持
ち

方
を

覚
え

る
・な

る
べ

く
濃

い
鉛

筆
で

書
く

・
な

る
べ

く
濃

い
鉛

筆
で

書
く

書
き

方
・濃

い
鉛

筆
で

書
く

・シ
ャ

ー
プ

ペ
ン

シ
ル

は
使

わ
な

い
・
シ

ャ
ー

プ
ペ

ン
シ

ル
は

使
わ

な
い

・ノ
ー

ト
を

押
さ

え
て

書
く

・ノ
ー

ト
を

押
さ

え
て

書
く

・
ノ

ー
ト

を
押

さ
え

て
書

く
・背

中
を

伸
ば

し
て

書
く

・背
中

を
伸

ば
し

て
書

く
・
背

中
を

伸
ば

し
て

書
く



矢祭町立矢祭小学校

⑧適切な評価による学習展開の工夫

ゆめにむかって、学び続ける子ども

平成３１年度　学力向上グランドデザイン

教
育
目
標

Ｄ　計画に基づく指導の実践と修

正

　　各教科等における指導の実践
　　ショートスパンでの評価と修正
　　多様な研修の工夫と指導力向上
　　保護者・地域との連携

Ａ　課題の明確化と改善

　　陥没点の補充指導の実施
　　教師の指導の癖の改善
　　次年度の教育計画の改善
　　年間指導計画等への反映

ＰＤＣＡサイクルを生かした授業の改善

学力向上にかかわる学校経営方針
①　基礎的・基本的な学力の定着と活用力の向上を図ります。
②　子どもの学習意欲を育て、主体的に学ぶための学習環境を整えます。
③　体験的・探究的な学習を充実し、主体的・対話的で深い学びを実現します。

児童の実態

①まとめと整合性のある学習課題の設定

②明確な見通しを持たせる場の工夫

③自力解決の場を設定と実態の把握

④考えを交流する場の位置づけ

⑤話し合いのコーディネートの充実

⑥構造的で明確な板書の工夫

⑦児童の思考を活性化する明確な発問

・読書習慣が二極化している。

Ｈ３０年度　標準学力調査の結果

めざす児童像

⑩ １問以上の習熟の時間の位置づけ

矢祭小学校の授業スタンダード

Ｐ　課題改善のための計画の構想

　　指導計画、指導方法、板書計画、
    評価方法の立案

Ｃ　結果分析による実態把握

　　各種テスト、学力調査の分析

　　誤答分析による児童の実態把握

　　教師の指導の癖の把握

　　学校評価による成果と課題の明確化

⑨ 学習課題と整合性のあるまとめ

・学力及び学習意欲が個人差が大きい。

・発言や発表に積極性が育ってきた。

・言語で表現する力が育ってきた。

生徒指導の機能を生かした授業

①一人一人の学びを生かす

②自己決定による自力解決の場
③分かった・できたことの実感

④評価と個々への補充・発展学習

ねらいを明確にする

まとめと整合性のある課題の板書、単元計

画から課題確認、資料や発問で意欲や解決

の見通しをもたせる。

自力で解決する場を確保する

机間指導で個人思考の状況をとらえ、必要

な指導・支援をする。集団思考の場でどの

ように取り上げるか構想を練る。

話し合い・表現の場を確保す

個々の考えの取り上げ方を工夫する。話し

合いをコーディネートし、本時のまとめへ

と練り上げる。思考過程を可視化する。

ねらいにそってまとめる

個々のまとめを発表させ、学びの共有化を

図る。達成状況を評価し、補充・発展学習

や家庭学習につなげる。

次時につなげる

「分からないことに気づく」「新たに追究

したいことが見つかる」ように働きかける。

教材との出会い

学習課題の把握

追究・解決

まとめ・振り返り

新たな学び

【単元テストの目標値】

○国語科・算数科

○理 科・社会科

【標準学力調査】

【県学力調査】

【全国学力・学習状況調査】

授 業 の 質 的 改 善

授業改善アクションプラン10

授業周辺における手立て

家庭学習の充実

◇ 家庭学習の習慣化

・（学年＋１）×１０分

・自主学習の習慣化

◇ 家庭学習の仕方の習得

・自主学習コンテスト

・学校の学習とのリンク

読書活動の充実

◇ 読書習慣の形成

・読書タイム(12:55～13:05)

・読み聞かせ

◇ 家読・ノーメディアの実践

・毎週水曜日の家読・ノーメディア

学力向上タイムでの積み上げ

◇ 学力向上タイムの継続的な実施
（火曜・木曜12:55～13:05）10分間
・国語・算数の学習内容の習熟
※繰り返しドリル学習・プリント学習
※定着確認シート・活用力育成シート

改善・向上・評価のための数値目標

学力向上

実

態
の

分

析
・

把

握

目
標

の

設
定

実

践
・

授

業
改

善

授

業
外

で

の
実

践

矢祭町立矢祭小学校①資料編

資料③

学力向上グランドデザイン

‐１１-

資料②

もどる



矢祭町立矢祭小学校②資料編

‐１２-

授業改善チェックシート

もどる



矢祭町立矢祭小学校③資料編
学
力
向
上
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

‐１３-もどる



湯川村立勝常小学校資料編

‐１４-

学力向上グランドデザイン

もどる



南会津町立南郷小学校資料編

学
力
向
上
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

‐１５-もどる



南相馬市立大甕小学校資料編

‐１６-もどる



いわき市立平第一小学校資料編

‐１７-もどる



主体的・対話的で深い学びの実現に向けた表現力の育成のために、単元で育成する表現力を具体的
に焦点化して単元構想するとともに、学習集団としての機能を高め、学習活動の工夫に取り組んでいる。ま
た、図書館教育の充実のために各学年、各教科等と学校図書館との連携を強化している。

伊達市立伊達中学校

学習集団としての機能の向上と図書館教育の充実

福島市立福島第三中学校
「記述」と「基礎的な内容の定着」の継続指導

校内研修において、一人一授業や互見授業週間などの機会を設定し、共通理解のもとに生徒の学力
向上に向けた授業改善について学び合うことができている。また、日々の授業においては授業前のウォー
ムアップ、付箋を活用した授業や家庭学習との連携などをとおして学習内容の確実な定着を図っている。

研修の機会の確保

○ 一人一研究授業
→ 教科部会の活性化
○ 互見授業週間
→ 教師同士が学び合う文化の醸成

数学科におけるウォームアップの工夫

① ねらい
・ 基礎的な内容の定着と暗算力の向上を図る。
・ 協働的な学びのための雰囲気づくりをする。
② 実施方法
・ ペアで実施し、時間や正答数を測定する。
・ 一方が問題を口答し、一方が正誤を伝える。
③ 実施内容例
・ 正負の数 ・ 文字と式 ・比例と反比例
・ 立体の表面積や体積 ・ 一次関数 など

意図的な「記述」の場面の
設定

○ ノート指導の徹底
→ アウトプットする場面の設定
○ 活用力育成シートの活用
→ 表現の仕方の学習
○ 付箋の活用
→ 日常的なメモ、備忘録としての活用

〇 全校一斉読書の実施
・「読書デー」を利用し全校生が同じ本を読む
・読後に感想をまとめ国語科担当に提出
〇 伊達中学校読書感想文コンクールの実施
・課題作品を選定し、国語科の時間に書く。
・国語科と図書委員会が中心となり、年3回
（6月、11月、2月）実施。
〇 授業での図書館利用の促進
・各教科各学年で年1回以上の利用
・学校司書を活用し必要な資料の収集

図書館教育の充実

〇 アクティブ・ラーニングを意識した授業展開
・課題解決的な学習活動を位置付けた「単
元構想表」の作成
・「学習のルール」の徹底と学習集団として
の機能の向上
・考えを自分の言葉で発表・表現する学習の
場の設定
〇 読書活動の活性化による語彙の獲得
・朝の読書タイム、授業での図書館の利用

〇 週案で授業を振り返り、日々の授業改善
〇 課題を職員会、学校評価委員会等で共有

表現力の育成

DO

ACTION
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○ 基礎期の1～4年生、定着期の5～7年生、
発展期の8～9年生の育成すべき資質・能
力の明確化
○ 全教科、領域ごとに作成

○ 全教科において教科担任制を導入
○ コース学習（各学期に3時間程度）の実施
○ 中学部と同時期に定期テストを実施

「たて」部会：該当教科の専門性や系統性の視点から検討
「よこ」部会：他教科や日常生活とのつながりから検討

<例>5年算数科の授業の場合(事前検討会参加者)
「たて」部会：1～9年の算数・数学担当者
「よこ」部会：同ブロック（５～７年）の他教科担当者

郡山市立西田学園義務教育学校
「たて」「よこ」のつながりを重視した教育活動の実現

本校は、2018年度に県内初の義務教育学校として開校した。義務教育学校としての先行研究
が少ない中、「たて」「よこ」のつながりを重視した特色あるカリキュラムを作成したり、小
中教員による子どもの姿で学びを語り合う校内研修を推進したりするなど、義務教育学校のメ
リットを最大限に生かした教育活動を展開している。

「たて」部会と「よこ」部会の連携
による授業づくり

５年生からの特色ある取組

9年間の学びのビジョン
に基づく授業実践

須賀川市立西袋中学校

教職員の指導力の向上と授業の質的改善

各種調査のデータを基に生徒の実態把握に努め、授業研究会をとおして指導力の向上と授業
の質的な改善を目指している。授業交流による小中連携の強化や外部講師を招いた研修などに
より教職員同士が学び合うことで授業改善に努めている。

授業改善・充実に向けた
取組

実態把握 ○ 全国学力・学習状況調査やふくし
ま学力調査の分析と課題の把握
→活用力育成シートの計画的な利用

校内研修の
充実

○ 「居心地のよい学びの空間」づくり
・ 学び合いを中心とした授業
・ 「一人学び」の指導
・ 「目指す生徒のすがた」を明確に
した授業

○ 外部講師を招いた研修
○ 教科の枠を超えた授業研究会

小中連携 ○ 地区の小中一貫教育の推進
○ 授業研究会での交流

 「目指す生徒のすが
た」の明確化

 生徒の学びの事実
を丁寧に「看取る」
教師

 「学級づくり」
 学ぶ雰囲気を大切
にした授業

資料編へ
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「意欲的に学び続ける生徒の育成」を研究主題とし、各種調査の結果や、授業に対しての生徒からの評
価アンケートを分析し、課題を共有して授業改善に努めている。また、教科横断的な視点に立った資質・能
力の育成を目指し、「読解力・表現力向上トレーニング」に取り組んでいる。

中島村立中島中学校
教科横断的な視点に立った資質・能力の育成

「深い学び」の実現に向け、「授業スタンダード」を基盤としながら、個人→共有化→言語化（発表・書
く）といった授業展開を重視した授業実践に全教科で取り組んでいる。また、生徒の実態を全職員で把
握・共有化するなど、小規模校の強みを生かした、きめ細かな指導を展開している。

喜多方市立会北中学校

「個人→共有化→言語化」を重視した授業展開の継続と生徒の実態把握

各種調査の結果分析を生かす

〇 全国学力・学習状況調査、ふくしま学力調
査等の結果分析を基に、生徒一人一人の学
力の実態を校長をはじめ、全職員で共有して
指導に当たっている。
〇 分析資料等は、ファイリングし、先生方が
いつでも活用できるようにしている。
〇 各種調査等の問題は先生方も解くことで、
生徒たちの実態把握や授業改善に役立てる。

「深い学び」の実現に向けて

〇 「話合い活動」「個における振り返り」を全
教科で共通実践している。
〇 「話合い活動」が効果的に行われるために、
個→集団→個の流れを授業に必ず組み込む
ように共通理解・共通実践を図っている。
〇 振り返りは、自分の言葉で書いてまとめさ
せる活動を重視している。

その他の取組等

〇 生徒指導の機能を生かした学級の基盤づくり・授業づくり
〇 生徒向け講演会の実施（塾講師、地域人材等を講師として、学びの本質について考える機会に）
〇 交換ノート（自主学習ノート）…１冊のノートを校長と生徒でやりとりしている。生徒にとっては２週間
に１回ノートが回ってくる。校長が生徒に合った勉強法などをコメントして返却。生徒同士の刺激にも。

・全国学力・学習状況調査
・ふくしま学力調査
・授業に対する生徒アンケート

生徒の実態把握

生徒と共につくる授業

○ 「発問」「指示」「板書」に関
するアンケートを実施
・「授業スタンダート」と、生徒か
らのアンケート結果を基に授業
の質的改善に取り組んでいる。

言語能力の育成

○ 「読解力・表現力向上トレーニング」の取組
・新聞記事を読んで、大事だと思う文章にマーカーでチェックを入れた後に要約をする。
・新聞記事を読み、内容に対する自分の考えをまとめ記述する。
・教職員がチームを作って添削し生徒へフィードバックする。全職員が生徒の言語能力の実態を、
リアルタイムで把握することができている。

家庭学習の充実

○ マネジメントシートの活用
・計画を立て、取組を振り返る。
〇 自学添付シートの活用
・家庭学習の悩みに対応するた
め、課題プリントを各教科で配付。

資料編へ
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南相馬市立鹿島中学校

生徒が相互啓発する授業と計画的な家庭学習の習慣化

ＩＣＴを活用した授業

南会津町立舘岩中学校
少人数のよさを生かした個別指導の工夫

個に応じた支援のため
の環境整備

○ 「分からない」が言える学級づくり
○ 授業内容の理解の程度に合わせた
家庭学習
○ 充実したＩＣＴ環境
○ 空き教室を利用した学習室の開放

指導力の向上に向けた
工夫

○ 学力向上計画に基づく計画的な学
習支援
○ ＩＣＴを活用した授業
○ 日常的な互見授業
○ 先進校視察による研修の充実

数学科の授業における工夫

〇 ほぼ毎時間使用
・ 課題提示
・ 思考の可視化
・ 適用問題
・ テストの振り返り 等

オリエンテーションで
学び方の指導

授業はじめの
トレーニング

〇 ペアで問題を出し合う
・ 計算問題
・ 定義の復唱 等

振り返りの設定

〇 自分の学習進度に合わ
せて練習問題に取り組む。
〇 学習チェックシートに授
業での学びを記入する。

少人数のよさを生かし、学級経営の充実を基盤に、個に応じた支援のための環境を整えている。また、互
見授業や先進校視察などを通して指導力の向上に向けた研修を充実させている。特に、数学科では、学び
方の学習、基礎・基本の確実な習得、振り返りの設定など、学習内容の定着に向けた取組を展開している。

国語科の学習を他教科等の学習や学校教育全体に関連させ、根拠を基にした判断力向上のために、各教
科等で理由や考えをまとめる時間を確保するなど、生徒が啓発し合う授業を展開している。また、SPL（ス
タディプランログ）や授業と家庭学習との連動により自らの学習を調整する力を高めている。

〇 学習の手引きの作成
〇 書く活動の工夫
・毎時間のノート添削
・書き方や答え方の型の指導
・字数と時間の制約
〇 意見をもたせるための工夫
・意見や根拠が複数になる発問
・根拠を明確にした意見の交流
〇 振り返りの工夫
・一枚ポートフォリオやチェック
シートの活用
〇 活用力育成シート、定着確認
シートの活用
・添削後個別指導を実施

国語科の実践

〇 SPL（スタディプランログ）の取組
・帰りの短学活で家庭学習の計画を立てる
・取組の偏りがないよう担任が助言する

家庭学習の質の向上

組織的な取組

〇 現職研修部の毎月の振り返りと有効な手だての共有化
〇 国語・数学・英語の基礎学力テストの実施
・事前に配布したプリントから出題する
・合格（80点以上）するまで再テストを実施している
〇 各種コンクールの全員参加
〇 新聞（全国紙・地方紙・英語）を活用した取組
・新聞の読み方と本日の記事を掲示している
・3年生は、興味をもった記事を紹介し、コメントをもらっている
〇 学習委員会による定期テスト予想問題作成

資料編へ
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いわき市立中央台北中学校
キャリア教育における「基礎的・汎用的能力」を意識した授業改善

キャリア教育における「基礎的・汎用的能力」を意識した授業を実施することにより、授業の質の向上に
つなげている。また、教科の枠を超えた互見授業を日常的に実施している。キャリア教育を基盤に、「記述」
や「他者との関わり」の機会を数多く教育活動全体で展開している。

① キャリア教育アンケートによる実態把握
② キャリア発達を促す授業の創造
③ 小学校、保護者・地域社会との連携

キャリア発達を基盤と
した授業づくり

「基礎的・汎用的能力」を意識した授業改善

実態把握 • 年に2回、キャリア教育アンケートを
実施

• データを基に生徒の変容を把握
• 教育活動全体で育成

単元計画
への位置
付け

• 学習指導案の中に「単元の中で
高めたい基礎的・汎用的能力」の
欄を設け、学習過程の中でその能
力を高めることを意識する。

指導方法
の改善

• キャリア能力をカードにして黒板に
掲示

• 教科部会や校内研修で互見授業

資料編へ
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【関連資料】

・ふくしまの「授業スタンダード」
https://www.pref.fukushima.lg.jp/img/kyouiku/attachment/902203.pdf

・ふくしまの「家庭学習スタンダード」を活用した
家庭学習の充実に向けた実践事例集
https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/312242.pdf

・ふくしまの「家庭学習スタンダード」
https://www.pref.fukushima.lg.jp/img/kyouiku/attachment/902205.pdf

・ふくしまの「家庭学習スタンダード」を活用した
家庭学習の充実に向けた実践事例集vol.2
https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/370507.pdf



福島市立福島第三中学校資料編

学力向上グランドデザイン

数学科のウォームアップの工夫

-２３-もどる



伊達市立伊達中学校資料編

図書館教育の充実のための各学年・教科等との
連携強化について

‐２４-もどる



郡山市立西田学園義務教育学校資料編

基礎学力向上プラン

‐２５-もどる



須賀川市立西袋中学校①資料編

研究構想図

‐２６-もどる

目指す生徒のすがた
「深く考え、自己を高める生徒」を最終的な「目指す生徒のすがた」とし、「安
心して学ぶ生徒」を第一段階、「互いに学び合える生徒」を第2段階、「学んだこ
とを表現し、行動できる生徒」を第３段階と設定している。



須賀川市立西袋中学校②資料編

小中一貫教育（連携型）グランドデザイン

‐２７-もどる



中島村立中島中学校①資料編

「確かな学力」の向上を目指すグランドデザイン

‐２８-もどる



中島村立中島中学校②資料編

マネジメントシートは、励ましや家庭学習に対する助
言を書いて生徒へ返している。

家庭学習マネジメントシート

‐２９-もどる



喜多方市立会北中学校資料編

学校経営・運営ビジョン

学力向上グランドデザイン

‐３０-もどる



南会津町立舘岩中学校資料編

学力向上計画

数学科オリエンテーション

‐３１-もどる

数学 オリエンテーション
１ 数学の目標

① 基礎・基本をしっかりと身につけよう。
② 解決への見通しを持って課題に取り組もう。
③ 発展的な問題に進んで取り組み、より確かな学力を身につ

けよう。

２ 学習の心構え

わからないところはわかるまで食い下がり、必ず解決しよう。

３ 学習の仕方

学習の第一段階は学校での学習です。授業での学習

① 先生の説明は作業をやめてしっかりと聞く。
・ 理解できたときはうなずき、わからないときはわからないと言えるよう

な心構えで。
② 課題に敏感に反応しよう。

・ 数学は考える過程がとても大切です。先生の出した課題に対しての発言
や思考を積極的に行おう。

③ ノート・学習プリントは工夫して記入しよう。
・ きれいに記入することも大切ですが、先生が話したキーワードや用いた

公式をメモしておくことが大切です。
④ 問題練習の時間を大切にしよう。

・ 授業のはじめに、計算トレーニングを行います。数学ではイメージのつ
かない声を出す作業やメモをせずに計算をするという時間です。集中力や
計算力を養いましょう。

・ 授業の内容が理解できているかの確認の時間です。わからないところを
解決するのには先生にどんどん質問することが大切です。

学力を身につけるには家庭学習が大切です。家庭での学習

① その日の学習はその日のうちに復習する。
・ 数学の友を使って、その日のうちに復習しておこう。後になればなるほ

ど、授業の内容が薄れてしまいます。
② わからないところをもう一度確認しよう。

・ 学校でわからなかった問題も、家で落ち着いて考えれば意外と解決でき
てしまうものです。

③ 進んで問題に取り組み、実力アップを目指そう。
・ 実力アップは自分の努力次第です。最低限の学習から、欲張りの学習へ

の転換を図ろう。

わからないところは最後まで食い下がろう。学校での解決

① 数学の先生方を大いに利用しよう。
、 、 。・ 昼休みは学習室を利用して 宿題に取り組んだり 疑問点を解決しよう

また、岩堀先生が授業の応援に来てくださるなど、理解しようとすれば、
どこまでも学習することができます。徹底的に先生方を利用しよう。

○ 授業で用意するもの ○ 数学の教科員の仕事
授業開始前 反省用紙を職員室から受け・教科書 ・ノート ・数友

取り、配布しておく。・ファイル ・計算練習帳
授業終了後 反省用紙を回収し、職員室ま・直定規

※必要に応じて でもっていく。
三角定規 コンパス 電卓



南相馬市立鹿島中学校①資料編

学力向上グランドデザイン

現職研修部による毎月の振り返り

‐３２-もどる



南相馬市立鹿島中学校②資料編

SPL（スタディプランログ）

新聞の読み方と記事の掲示

‐３３-もどる

職員室前・学年掲示板に新聞の読み方と本日の記事を掲示している。「見出し」
と「リード文」に色を付けている。



いわき市立中央台北中学校資料編
学
力
向
上
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
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プ
ラ
ン

‐３４-もどる


